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私
が
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
、
10

年
余
が
経
過
し
、
３
期
目
の
任
期
も

折
り
返
し
点
を
過
ぎ
ま
し
た
が
、
こ

の
間
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
、
多
く

の
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
元
気

で
魅
力
あ
ふ
れ
る
将
来
に
わ
た
っ
て
輝

き
続
け
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
市
政
発

展
と
市
民
の
幸
せ
づ
く
り
の
た
め
、
全

力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
市
政
運
営
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
常
に
市
民
の
目
線
で
、
公
平

で
公
正
な
「
市
民
本
位
の
市
政
」
の

推
進
に
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
こ
れ
ま

で
の
基
本
姿
勢
を
大
切
に
し
て
、
市

政
運
営
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

現
下
の
社
会
経
済
情
勢
の
も
と
、

本
市
の
財
政
状
況
は
、
昨
年
の
法
人

実
効
税
率
の
引
下
げ
に
伴
う
法
人
市

民
税
の
減
収
に
加
え
て
、
地
方
交
付

税
の
伸
び
も
期
待
で
き
な
い
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
基
金
を
取
り
崩
さ
ざ
る

を
得
な
い
財
政
環
境
に
お
か
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
後
と
も
簡
素
で
よ

り
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
行
う
た

め
、
現
在
策
定
中
の
「
第
７
次
赤
穂

市
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
更

な
る
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、「
選
択

と
集
中
」
に
よ
る
施
策
・
事
業
の
重

点
化
に
取
り
組
み
、
誰
も
が
「
住
ん

で
良
か
っ
た　

住
み
続
け
た
い　

住

ん
で
み
た
い
」
と
思
え
る
よ
う
な
元

気
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
赤
穂
の
ま
ち
づ

く
り
を
、
市
民
の
皆
様
と
協
働
し
て

着
実
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

今
後
の
市
政
運
営
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
市
民
の
皆
様
と
の
対
話
と
交

流
に
よ
る
市
民
参
加
の
市
政
の
推
進

に
一
層
努
め
る
こ
と
と
し
、「
子
育
て

支
援
対
策
」、「
地
域
の
活
性
化
対
策
」、

「
安
全
・
安
心
対
策
」
の
３
点
を
重
点

と
し
て
、
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
き

め
細
や
か
な
施
策
を
展
開
し
、
総
合

計
画
の
都
市
像
で
あ
り
ま
す
「
人
が

輝
き　

自
然
と
歴
史
・
文
化
が
薫
る

　

や
さ
し
い
ま
ち
」
の
実
現
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
格
的
な
人
口
減
少
、
少
子
高
齢

化
が
急
速
に
進
展
し
て
い
る
中
、
安

心
し
て　

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
充
実
さ
せ
、
家

庭
、
地
域
、
企
業
な
ど
が
一
体
と
な

っ
て
、
次
の
時
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
す
こ
や
か
に
育
つ
社
会
づ
く
り

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
後
期
５
か
年
の
赤

穂
こ
ど
も
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
多
様

化
す
る
子
育
て
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
支
援
施
策
を
包
括
的
・
体
系
的
に

推
進
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
策
の
一
環
と
し
て
、

新
た
に
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
に
基

づ
き
、
新
た
な
給
付
制
度
、
事
業
量

や
提
供
体
制
の
確
保
を
図
る
こ
と
な

ど
を
内
容
と
す
る
「
子
ど
も
子
育
て

支
援
計
画
」
を
策
定
す
る
ほ
か
、
引

き
続
き
妊
産
婦
健
康
診
査
費
や
乳
児

健
康
診
査
費
及
び
特
定
不
妊
治
療
費
、

出
産
費
の
助
成
を
行
い
、
妊
娠
・
出

産
に
係
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

り
ま
す
。

　

医
療
費
助
成
に
つ
い
て
も
、
引
き

続
き
乳
幼
児
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

の
外
来
・
入
院
医
療
費
に
係
る
一
部

負
担
金
の
全
額
を
公
費
負
担
し
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
虐
待
防
止
対
策
と
し

て
、
年
間
を
通
じ
て
路
線
バ
ス
に
車

外
広
告
を
掲
載
し
、
児
童
虐
待
防
止

の
た
め
の
啓
発
を
行
い
ま
す
。

　

子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
整
備
と
し

て
、
保
育
所
で
の
延
長
保
育
や
一
時
預

か
り
事
業
を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ

か
、
幼
稚
園
で
の
預
か
り
保
育
に
つ
い

て
は
、
新
た
に
年
少
４
歳
児
を
対
象
児

童
に
追
加
し
、
有
年
・
原
幼
稚
園
を
加

え
た
す
べ
て
の
幼
稚
園
に
お
い
て
、
専

任
の
教
諭
を
配
置
し
、
引
き
続
き
午
前

７
時
30
分
か
ら
の
早
朝
保
育
、
預
か
り

時
間
の
午
後
６
時
ま
で
の
延
長
、春
季
、

夏
季
及
び
冬
季
の
長
期
休
業
日
に
お

け
る
保
育
を
実
施
し
、
幼
児
教
育
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
全
幼
稚
園
に
お
い
て
、

就
園
前
（
３
歳
児
）
親
子
を
対
象
と

し
た
年
８
回
の
保
育
を
実
施
し
、
同

年
齢
の
子
ど
も
が
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

親
同
士
が
子
育
て
に
つ
い
て
話
し
合

う
場
を
提
供
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
子

ど
も
育
成
事
業
や
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
・

ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
を
設
置
す
る
子
育
て

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
、
幼
児
２
人

同
乗
用
自
転
車
購
入
助
成
事
業
、
子

育
て
情
報
携
帯
シ
ス
テ
ム
事
業
な
ど

に
引
き
続
き
取
り
組
み
、
子
育
て
支

援
策
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
赤
穂

東
中
学
校
区
児
童
館
を
建
設
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
地
域
の

活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
地
域
産

業
の
振
興
と
雇
用
機
会
の
創
出
や
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
、
地
域
特
性
を
活
か

し
た
定
住
・
交
流
の
推
進
を
支
援
す

る
各
種
施
策
の
展
開
が
必
要
で
す
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
昨
年
制

定
し
ま
し
た
工
場
立
地
法
準
則
条
例

に
よ
っ
て
、
工
場
に
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
緑
地
や
環
境
施
設
の
面
積
率

が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
市
内

企
業
の
設
備
投
資
に
向
け
た
取
り
組

み
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
企
業
留
置
の
視
点
を
加
え

な
が
ら
、
引
き
続
き
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
に
居
住
す
る
新
規
高

卒
者
の
市
内
事
業
所
へ
の
就
業
拡
大

を
図
る
た
め
、
新
た
に
雇
用
奨
励
金

交
付
事
業
を
創
設
す
る
ほ
か
、
引
き

重
点
施
策
・
そ
の
１

子
育
て
支
援
対
策

重
点
施
策
・
そ
の
１

子
育
て
支
援
対
策

重
点
施
策
・
そ
の
２

地
域
の
活
性
化
対
策

重
点
施
策
・
そ
の
２

地
域
の
活
性
化
対
策

続
き
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
を

実
施
し
、
市
内
産
業
の
活
性
化
と
雇

用
の
場
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

定
住
自
立
圏
構
想
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
新
た
に
備
前
市
及
び
上
郡
町

の
住
民
が
赤
穂
市
民
病
院
で
出
産
し

た
場
合
の
助
産
料
に
つ
い
て
、
赤
穂

市
民
と
同
額
と
す
る
事
業
を
実
施
す

る
な
ど
、
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
ら

れ
た
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、
圏
域
市

町
と
の
連
携
の
も
と
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。

　

定
住
支
援
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、

本
市
へ
の
定
住
を
希
望
す
る
人
た
ち

を
支
援
す
る
た
め
、「
転
入
者
定
住

支
援
金
」
の
限
度
額
を
一
部
見
直
し
、

引
き
続
き
交
付
す
る
ほ
か
、
新
た
に

新
婚
世
帯
に
対
し
て
賃
貸
住
宅
の
家

賃
の
一
部
助
成
を
行
い
、
市
内
外
の

若
者
世
代
の
本
市
へ
の
定
住
を
促
進

し
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
に
は
、「
赤
穂
国
際
音

楽
祭
」
を
昨
年
に
続
き
姫
路
国
際
音

楽
祭
と
の
共
同
で
開
催
す
る
こ
と
で
、

一
層
充
実
し
た
音
楽
祭
と
し
て
、
国

内
外
の
多
く
の
人
々
と
の
文
化
交
流

を
図
る
と
と
も
に
、
赤
穂
の
名
を
世

界
に
向
け
て
発
信
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
11
月
に
は
、
第
３
回
目
と

な
る
「
赤
穂
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

を
開
催
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
の
交
流
も
積
極
的
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
赤
穂
海
浜
公
園
の
北
側
に

児
童
厚
生
施
設
（
児
童
館
）
を
併
設

し
た
多
目
的
運
動
施
設
の
整
備
に
着

手
す
る
ほ
か
、
同
公
園
東
側
に
県
と
一

体
と
な
っ
て
整
備
を
進
め
て
き
た
赤
穂

元
禄
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
供
用
開

始
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
拠
点
と
し
て
の
機
能
向
上
を

図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ

る
元
気
な
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
赤
穂
観

光
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ

き
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
す
る
ほ

か
、
引
き
続
き
観
光
周
遊
バ
ス
「
く

ら
ち
ゃ
ん
号
」
を
運
行
す
る
と
と
も

に
、
観
光
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
陣
た
く
ん
」
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ

活
動
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、
観
光

客
の
増
加
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ

な
げ
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
平
成
25
年
度
の
義
士
祭
に
つ
い

て
は
、
土
曜
日
開
催
の
第
１
１
０
回

記
念
義
士
祭
と
な
る
こ
と
か
ら
、
い

き
つ
ぎ
広
場
で
の
観
客
席
の
設
置
や

多
く
の
義
士
フ
ァ
ン
の
参
加
に
よ
る

特
別
編
成
の
義
士
行
列
を
は
じ
め
、

忠
臣
蔵
ウ
イ
ー
ク
開
催
へ
の
助
成
を

行
う
な
ど
、
市
民
あ
げ
て
の
参
加
型

の
義
士
祭
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組

む
ほ
か
、
老
朽
化
し
た
観
光
案
内
看

板
の
更
新
に
も
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
地
域
振
興
策
の
一
環
と
し

て
、
ま
る
ご
と
赤
穂
大
博
覧
会
事
業
、

赤
穂
情
報
物
産
館
開
設
事
業
な
ど
、

中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す

る
た
め
の
支
援
の
ほ
か
、
引
き
続
き

稲
作
体
験
農
園
の
設
置
や
地
場
農
産

物
の
直
売
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
支
援
な

ど
に
よ
る
地
産
地
消
推
進
事
業
を
実

施
し
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
と
活
力
の

創
出
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
福
浦
新
田
地
区
の
活
性
化

を
図
る
た
め
県
の
「
龍
神
の
郷
」
整

備
構
想
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
ふ
る

さ
と
の
風
景
づ
く
り
整
備
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　

最
近
は
、
従
来
の
経
験
や
デ
ー
タ

が
通
用
し
な
い
風
水
害
が
発
生
し
、

近
い
将
来
に
は
山
崎
断
層
帯
地
震
や

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
発
生

も
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
自

然
災
害
だ
け
で
は
な
く
、
新
型
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
新
た
な
感
染
症
の
発
生

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
危
機
に
備
え
て
、

危
機
意
識
の
高
揚
と
防
災
意
識
の
向

上
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

地
震
、
津
波
、
風
水
害
等
の
自
然
災

害
か
ら
、
市
民
の
生
命
、
身
体
を
守

る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
の
整
備
に

着
手
し
、
迅
速
・
的
確
な
情
報
伝
達

体
制
の
整
備
を
図
る
ほ
か
、
大
規
模

災
害
時
等
に
お
け
る
被
災
者
や
、
復

旧
・
復
興
業
務
を
支
援
す
る
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
各
種
気
象
情
報
等
を
迅
速
に
伝
達

す
る
「
ひ
ょ
う
ご
防
災
ネ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
」
の
運
営
や
標
高
表
示
板
を
継

続
し
て
設
置
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
補
正
予
算
で
対
応
し

て
い
ま
す
御
崎
小
学
校
、
坂
越
小
学

校
及
び
赤
穂
中
学
校
で
の
耐
震
対
策

補
強
工
事
を
実
施
す
る
ほ
か
、
平
成

27
年
度
中
の
市
内
全
小
・
中
学
校
耐

震
化
に
向
け
た
実
施
設
計
に
つ
い
て

も
、
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

大
規
模
地
震
発
生
に
備
え
て
、
小
・

中
学
校
に
お
け
る
戸
棚
な
ど
の
転
倒

防
止
対
策
と
し
て
非
構
造
部
材
耐
震

対
策
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、

感
染
防
止
の
た
め
の
資
器
材
の
整
備

に
引
き
続
き
努
め
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
安
全
・
安
心
対
策
と

し
て
は
、
都
市
公
園
の
遊
具
の
整
備

を
行
う
ほ
か
、
小
・
中
学
生
を
対
象

に
心
肺
蘇
生
法
等
の
知
識
・
技
術
を

習
得
さ
せ
る
た
め
の
救
急
教
室
の
開

催
や
防
災･

防
犯
教
育
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
生
活
や
社
会
経
済
活

動
の
場
か
ら
暴
力
団
を
排
除
す
る
た

め
、
赤
穂
市
暴
力
団
排
除
条
例
に
基

づ
い
て
、
安
全
で
平
穏
な
市
民
生
活

の
確
保
と
事
業
活
動
の
健
全
な
発
展

に
努
め
ま
す
。

重
点
施
策
・
そ
の
３

安
全
・
安
心
対
策

重
点
施
策
・
そ
の
３

安
全
・
安
心
対
策

◦各会計別予算額
会　計　区　分 平成25年度当初予算額 平成24年度当初予算額 前年度比（％）

一 般 会 計 214億5,000万円 208億6,500万円 2.8 

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

国民健康保険事業 57億300万円 55億7,400万円 2.3 
職員退職手当管理 6億820万円 5億6,300万円 8.0 
公共下水道事業 52億970万円 39億8,040万円 30.9 
農業集落排水事業 2億8,670万円 2億3,130万円 24.0 
墓地公園整備事業 1,190万円 1,390万円 △ 14.4 
介 護 保 険 35億7,330万円 33億6,630万円 6.1 
駐 車 場 事 業 1億2,190万円 1億2,190万円 ― 
土地区画整理事業清算金 120万円 240万円 △ 50.0 
後期高齢者医療保険 6億1,670万円 6億880万円 1.3 
小 計 161億3,260万円 144億6,200万円 11.6 

企
業
会
計

病 院 事 業 109億6,947万円 109億9,490万円 △ 0.2 
介護老人保健施設事業 3億2,980万円 3億3,304万円 △ 1.0 
水 道 事 業 18億8,828万円 17億170万円 11.0 
小 計 131億8,755万円 130億2,964万円 1.2 
合　　　　計 507億7,015万円 483億5,664万円 5.0 

「
人
が
輝
き 

自
然
と
歴
史
・
文
化
が
薫
る

 �

や
さ
し
い
ま
ち
」
を
目
指
し
て

　

平
成
25
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
新
年
度
予
算
等
が
成
立
し
ま
し
た
。 

２
月
18
日
に
豆
田
市
長
が
表
明
し
た
施
政
方
針
に
沿
っ
て
、
主
要
な
施
策
の
大

要
と
予
算
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

507億7,015万円
平成25年度
当初予算額
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民生費
53億3,307万円
（24.9％）

公債費
30億2,130万円
（14.1％）

土木費
40億2,047万円
（18.7％）

衛生費
21億5,133万円
（10.0％）

教育費
23億8,131万円
（11.1％）

総務費
20億8,640万円
（9.7％）

商工費
5億6,252万円（2.6％）

消防費
10億4,081万円（4.9％）

農林水産業費
5億5,386万円（2.6％）

議会費 2億1,331万円 （1.0％）
労働費 8,362万円 （0.4％）
予備費 200万円 （0.0％）

歳出総額
214億

5,000万円

人件費
（報酬・給料・手当等）
　39億6,284万円
（18.5％）

公債費
（借入金の償還金）
30億2,125円
（14.1％）

投資的経費
（道路･学校･公園などの
　建設事業に要する経費）
50億8,400万円
　　　　　（23.7％）

物件費（事務に
必要な消費的経費）

25億3,119万円（11.8％）

扶助費（社会保障制度に
基づき支出する経費）

28億8,126万円（13.4％）

繰出金
14億9,661万円

（7.0％）

投資・出資・貸付金
8億9,005万円（4.1％）

補助費等（各種団体・個人に
支出する補助金など）

13億5,581万円（6.3％）

維持補修費
1億6,752万円（0.8％）
積立金
5,747万円（0.3％）
予備費
200万円（0.0％）

歳出総額
214億

5,000万円

市税
84億200万円
（39.2％）

諸収入
10億714万円（4.7％）

繰入金
3億2,359万円（1.5％）

使用料及び手数料
3億5,445万円（1.7％）

地方交付税
33億2,000万円
（15.5％）

市債
36億4,200万円
（17.0％）

県支出金
8億9,436万円（4.2％）

国庫支出金
24億3,371万円
（11.3％）

地方消費税交付金
4億5,500万円（2.1％）

地方譲与税 …………… 1億7,800万円 (0.8%)
自動車取得税交付金………… 6,000万円 (0.3%)
地方特例交付金 …………… 2,900万円 (0.1%)
配当割交付金 ……………… 1,800万円 (0.1%)
ゴルフ場利用税交付金……… 1,700万円 (0.1%)
利子割交付金 ……………… 1,400万円 (0.1%)
交通安全対策特別交付金…… 1,000万円 (0.0%)
株式等譲渡所得割交付金 …… 500万円 (0.0%)

自 主
財 源
48.4％

依 存
財 源
51.6％

分担金及び負担金
1億8,019万円（0.8％）

財産収入
1億556万円（0.5％）

寄付金
100万円（0.0％）

歳出面では、人口減少社会に的確に対応するため、「子育て支援対策」、「地域の活性化対策」
に係る施策について、重点的に配分するとともに、東日本大震災等の災害を教訓とした防
災対策の推進等、「安全・安心対策」に係る施策についても重点的な配分を行いました。

歳入面では、地方交付税に臨時財政対策債を含めた実質的な地方交付税総額については、社会保障
関係経費の増加等により当初予算ベースでは増額を見込んだものの、法人実効税率の引き下げ等に
より市税収入の大きな伸びが期待できないなど、引き続き厳しい財政状況であり、財政調整基金や
健康管理施設整備基金などの基金から２億 5,000 万円を繰り入れることにより財源を確保しました。

歳入総額　214億5,000万円

自主財源
市税など市が自主的に
収入できる財源

依存財源
地方交付税や市債など
自主財源以外の財源

平成25年度  一般会計予算 214億5,000万円
目的別内訳
各行政目的別、つまり各部課ご
との仕事の内容によって分類さ
れ、これにより各部課ごとの経
費の比重を知ることができます。

性質別内訳
経済的性質を基準として分類さ
れ、これにより経費の構造や財
政体質を知ることができます。

一般会計 423,369円

民　生　費
105,261円

土　木　費
79,354円

衛　生　費
42,462円

公　債　費
59,633円

教　育　費
47,001円

総　務　費
41,180円

特別会計･企業会計（抜すい）578,706円

国民健康保険
112,563円

介護保険
70,528円

後期高齢者医療
12,172円

公共下水道
102,826円

病院事業
216,510円

水道事業
37,270円

消　防　費
20,543円

商　工　費
11,103円

農林水産業費
10,932円

その他
5,900円

市民ひとりあたりの予算額

1,002,075円

（平成25年２月末現在の人口50,665人で計算したものです）

250億

200億

150億

100億

50億

0
25年度21年度 22年度 23年度 24年度

一般会計 市税

208億
6,500
万円

83億
7,400
万円

214億
5,000
万円

84億
200
万円

189億
8,000
万円

86億
5,800
万円

193億
3,000
万円

83億
1,000
万円

206億
6,000
万円

84億
9,200
万円

入　湯　税 2,520万円（ 0.3％）
軽自動車税 9,730万円（ 1.2％）

市たばこ税 3億5,000万円（ 4.2％）

都市計画税 6億1,230万円（ 7.3％）

市　民　税 28億8,670万円（34.3％）

固定資産税 44億3,050万円（52.7％）

■入湯税
　鉱泉浴場における入湯にかかる税
■軽自動車税
　軽自動車等の所有者にかかる税
■都市計画税
　市街化区域内の土地・家屋にかかる税
■市民税
　個人及び法人にかかる税
■固定資産税
　土地・家屋・償却資産にかかる税

市税の内訳  総額84億200万円 年度別当初予算額と市税の推移

歳出 〉〉〉〉 歳入 〉〉〉〉
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い
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
第
５
期
介

護
保
険
事
業
計
画
の
２
年
目
を
迎
え
、

給
付
費
の
推
移
及
び
地
域
支
援
事
業

の
実
態
等
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

は
、
兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
と
連
携
し
、
保
険
料
の
徴
収
、

各
種
申
請
の
受
付
等
、
市
民
の
皆
様

の
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま

す
。
ま
た
、
今
後
の
高
齢
者
医
療
制

度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
社
会
保

障
制
度
改
革
国
民
会
議
に
お
い
て
検

討
し
、
結
論
を
得
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
動
向
に
つ
い
て
注
視
し
て
い
き

ま
す
。

　

福
祉
医
療
費
等
助
成
制
度
に
つ
い

て
は
、
乳
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
を
は
じ
め
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
な
ど
、
す
べ
て
の
市
民
が
適
切

な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
医
療
費

へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

生
活
保
護
受
給
者
に
対
し
て
は
、

社
会
的
自
立
及
び
生
活
自
立
へ
の
支

援
を
行
う
た
め
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
支
援
対
策
事
業
と
し
て
、
引
き
続

き
就
労
支
援
相
談
等
を
行
う
た
め
の

就
労
支
援
員
を
配
置
し
ま
す
。

　

人
権
文
化
の
創
造
に
つ
い
て
は
、

女
性
・
子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
が
い

の
あ
る
人
・
外
国
人
・
同
和
問
題
な

ど
に
関
す
る
差
別
や
、
人
権
侵
害
を

解
消
す
る
た
め
の
教
育
・
啓
発
活
動

に
取
り
組
み
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
、

す
べ
て
の
人
の
人
権
を
尊
重
す
る
社

会
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
の
推

進
に
つ
い
て
は
、予
防
活
動
の
充
実
、

指
導
・
啓
発
事
業
の
推
進
、
健
康
づ

く
り
推
進
体
制
の
強
化
に
努
め
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
健
康
へ
の

意
識
啓
発
を
図
り
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
健
康
づ

く
り
を
推
進
し
、
疾
病
の
予
防
と
早

期
発
見
に
努
め
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
生
活
習
慣
病
予
防
を

目
的
と
す
る
特
定
健
康
診
査
を
行

う
ほ
か
、
特
定
保
健
指
導
の
実
施
方

法
を
見
直
し
、
積
極
的
支
援
な
ど
の

保
健
指
導
の
実
施
率
の
向
上
を
図
り

ま
す
。
女
性
の
が
ん
検
診
及
び
大
腸

が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

特
定
年
齢
層
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を

配
布
す
る
ほ
か
、
新
た
に
子
宮
が
ん

検
診
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
を
追
加
す
る
な

ど
、
が
ん
の
早
期
発
見
を
図
る
と
と

も
に
、
女
性
の
が
ん
検
診
受
診
時
に

お
け
る
乳
幼
児
預
か
り
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　

ま
た
、
母
子
保
健
対
策
と
し
て
、

引
き
続
き
妊
産
婦
健
康
診
査
や
乳

児
健
康
診
査
に
対
す
る
助
成
を
実
施

し
、
法
定
の
健
康
診
査
と
の
連
携
に

よ
り
、
妊
産
婦
や
乳
幼
児
の
疾
病
の

早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
感
染
症
予
防
対
策
と
し

て
、
肺
炎
球
菌
や
子
宮
頸
が
ん
予
防

な
ど
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
一
部

ま
た
は
全
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

な
お
、食
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

健
康
増
進
計
画
に
基
づ
き
、
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
な
ど
に
よ
る
食
育
の
普

及
・
啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
及

び
診
療
科
の
偏
在
等
に
よ
り
呼
吸
器

科
、
眼
科
の
常
勤
医
師
が
採
用
で
き

ず
不
在
の
状
態
が
続
い
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
西
播
磨
２
次
医
療
圏
域
及

び
岡
山
県
東
部
地
域
の
人
口
減
少
、

医
療
費
に
対
す
る
負
担
感
が
増
し
た

こ
と
に
よ
る
診
療
控
え
な
ど
に
よ
り

患
者
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
効
果
的
で
効
率
的
な
医
療
提
供

を
進
め
た
結
果
、
平
均
在
院
日
数
が

短
縮
し
た
こ
と
に
よ
り
入
院
延
患
者

数
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
看
護
師
の
配
置
に
つ
い
て

は
、
西
日
本
各
地
の
学
校
等
を
訪
問

し
勧
誘
に
努
め
て
お
り
、
ま
た
修
学

貸
付
資
金
を
借
り
る
看
護
学
生
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
現
時
点
で
は
７

対
１
看
護
体
制
の
取
得
に
は
至
ら
な

い
状
況
で
す
。

　

さ
ら
に
、
多
く
の
新
人
看
護
師
採

用
に
対
す
る
教
育
体
制
が
整
わ
な

い
こ
と
か
ら
、
夜
間
の
看
護
師
勤
務

体
制
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
１
病
棟
を
休
床
せ
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
医
療
環
境
や
患
者
動
向
調
査
に

基
づ
き
、「
医
師
に
も
患
者
様
に
も

選
ば
れ
る
病
院
づ
く
り
」
を
目
指
し

た
「
第
二
期
構
想
」
見
直
し
計
画
を

策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
短
時
間
で
気
軽
に
健

康
診
断
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
「
プ

チ
健
診
」
の
導
入
や
、
備
前
市
及
び

上
郡
町
に
居
住
さ
れ
る
妊
婦
の
助
産

料
支
援
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
老
人
保
健
施
設
に
つ

い
て
は
、
市
民
病
院
と
の
連
携
を
強

化
し
、
リ
ハ
ビ
リ
機
能
を
中
心
と
し

た
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、
在
宅
復

帰
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み
を
さ
ら

に
進
め
ま
す
。

　

台
風
や
集
中
豪
雨
、
地
震
・
津
波

な
ど
の
自
然
災
害
や
火
災
な
ど
か
ら

市
民
の
生
活
を
守
る
た
め
に
は
、
被

害
の
拡
大
を
抑
え
、
被
災
し
た
社
会

を
早
期
に
安
定
さ
せ
る
「
減
災
」
へ

の
取
り
組
み
と
危
機
意
識
の
高
揚
が

重
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
今
日
で
は
自
然
災
害
だ

け
で
な
く
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

感
染
症
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
、
消

費
生
活
の
安
全
・
安
心
対
策
な
ど
、

日
常
生
活
に
お
け
る
安
全
・
安
心
に

対
す
る
市
民
の
関
心
が
一
段
と
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
充
実

保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
充
実

生
活
の
安
全
・

安
心
の
確
保

生
活
の
安
全
・

安
心
の
確
保

　

本
市
の
高
齢
化
率
は
、
平
成
25
年

１
月
末
で
26
・
５
％
と
な
り
、
少
子

高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す
る
中
、
次

の
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
高
齢

者
、
障
が
い
者
を
は
じ
め
、
す
べ
て

の
市
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
支
え

合
い
な
が
ら
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
」
の
実
現
に

向
け
、
す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
地
域
福
祉
計
画
に
基

づ
き
、
総
合
的
な
福
祉
施
策
や
地
域

で
相
互
に
助
け
合
う
地
域
福
祉
活
動

を
推
進
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
関

係
機
関
、
福
祉
団
体
等
と
の
連
携
を

深
め
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
の
自
主
的
な
参
加
支
援
も
得

な
が
ら
、
地
域
福
祉
力
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
人
に
や
さ
し
い
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
引
き

続
き
市
道
で
の
段
差
の
解
消
や
赤
穂

城
跡
内
の
園
路
改
修
な
ど
を
実
施
す

る
ほ
か
、
市
役
所
第
二
庁
舎
に
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
設
備
を
設
置
し
、
来
庁
者
の

利
便
性
の
向
上
を
図
る
な
ど
、
施
設

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
後
期
５

か
年
の
赤
穂
こ
ど
も
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
こ
と
が
で
き
、
す
こ
や
か
に
成
長

で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
延
長
保
育
や
乳
児
保

育
、
一
時
預
か
り
事
業
な
ど
の
保
育

サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
、
市
内
６
か
所

の
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
運
営
な
ど

を
引
き
続
き
行
う
ほ
か
、
児
童
虐
待

防
止
の
た
め
の
啓
発
を
継
続
し
て
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
赤
穂
東
中
学
校
区
児
童
館

の
建
設
や
子
育
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

事
業
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
の
ほ

か
、
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
購
入

助
成
な
ど
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
も
配

慮
し
ま
す
。

　

母
子
家
庭
等
へ
の
支
援
策
と
し

て
、
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促
進

事
業
や
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付

事
業
を
実
施
し
、
引
き
続
き
就
業
支

援
を
行
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障

が
い
者
福
祉
長
期
計
画
に
基
づ
き
、

体
系
的
に
推
進
す
る
ほ
か
、
介
護
給

付
や
訓
練
等
給
付
な
ど
の
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
地
域
生
活
支

援
事
業
と
し
て
相
談
支
援
や
日
常
生

活
用
具
の
給
付
、
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
の
事
業
補
助
な
ど
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
方
が

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て
、
社
会
参

加
を
促
進
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
を

進
め
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

に
努
め
ま
す
。

　

心
身
障
害
児
療
育
事
業
に
つ
い
て

は
、
言
語
指
導
・
機
能
訓
練
な
ど
の

専
門
的
指
導
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
西
播
磨
療
育
事
業
と
の
連
携
に

も
努
め
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
介
護

を
必
要
と
す
る
方
が
、
適
切
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
基
盤

整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
齢

者
等
が
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な

ら
な
い
よ
う
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
と
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
に
よ
り
、
介
護
予
防
事
業
を
推

進
し
、生
活
機
能
低
下
の
早
期
発
見
、

早
期
対
応
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

介
護
支
援
事
業
の
ほ
か
、
自
立
支
援

配
食
サ
ー
ビ
ス
や
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
事
業
な
ど
の
地
域
支
援
事
業
も
実

施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
者
を
見
守
る
支
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事
業
を
引
き
続
き

実
施
し
、
生
活
圏
域
ご
と
の
地
域
支

え
合
い
体
制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、

急
速
な
高
齢
化
の
進
展
、
疾
病
構
造

の
変
化
や
医
療
技
術
の
高
度
化
等
に

よ
り
、
医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
そ
の
財
政
運
営
は
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
国
保
財
政
は
、
医
療
費

の
算
出
に
当
た
り
、
被
保
険
者
数
の

推
移
、
医
療
費
動
向
等
を
考
慮
し
た

も
の
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
保
険

税
に
つ
い
て
は
、
財
政
調
整
基
金
の

活
用
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

に
よ
り
、
課
税
限
度
額
、
税
率
等
を

据
え
置
き
ま
す
。

　

一
人
当
た
り
医
療
費
は
、
依
然
と

し
て
県
下
で
は
高
い
水
準
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
医
療
費
抑
制
の
対
策
と
し

て
、
特
定
健
康
診
査
等
事
業
の
実
施

に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
予
防
対
策
を

行
う
と
と
も
に
、
受
診
勧
奨
に
よ
る

未
受
診
者
対
策
を
行
い
、
健
診
受
診

率
の
向
上
を
図
る
ほ
か
、
第
２
期
特

定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
の
着
実

な
推
進
な
ど
に
よ
り
、
被
保
険
者
の

健
康
増
進
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

後
発
医
薬
品
の
使
用
を
引
き
続
き
促

進
し
、
医
療
費
の
適
正
化
対
策
を
推

進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
税
収
納
率
向
上
対
策

の
一
環
と
し
て
、
納
税
相
談
の
実
施

や
短
期
被
保
険
者
証
な
ど
の
発
行
を

通
じ
て
の
面
談
機
会
の
確
保
等
に
よ

り
、
国
保
事
業
へ
の
理
解
と
納
税
意

識
の
高
揚
を
図
り
、
国
保
財
政
の
健

全
化
・
安
定
化
に
努
め
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
、
保
険
料
基
準
額
や
保
険
料
設

定
の
段
階
区
分
の
見
直
し
な
ど
を
行

お
も
い
や
り
に
満
ち
た

福
祉
社
会
の
構
築

お
も
い
や
り
に
満
ち
た

福
祉
社
会
の
構
築

５本の柱ごとの主要施策

安
全
・
安
心
に

生
活
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

　「人が輝き 自然と歴史・文化が薫る やさしいまち」を実現するための市政の５つの柱、
「安全・安心に生活できるまち」「自然と共生する住みよいまち」「産業と交流が盛んな

活力のあるまち」「生涯にわたり夢を育むまち」「市民と行政がともに歩むまち」に沿
って順次ご紹介します。

第
１
の
柱

施政方針にみる
新年度の主要施策と
予算のあらまし
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は
、
市
内
一
円
の
防
護
柵
や
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
な
ど
交
通
安
全
施
設
の
整
備

を
危
険
箇
所
や
通
学
路
を
中
心
に
計

画
的
に
進
め
る
ほ
か
、
関
係
機
関
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
じ
て
、
交
通
マ
ナ
ー
遵
守
へ
の

呼
び
か
け
運
動
な
ど
の
交
通
安
全
運

動
や
交
通
事
故
防
止
運
動
を
推
進

し
ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

に
よ
る
公
共
灯
の
設
置
を
行
う
と
と

も
に
、
特
に
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

確
保
の
た
め
、
小
学
校
新
１
年
生
に

防
犯
ブ
ザ
ー
を
配
布
す
る
ほ
か
、
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
配
置
や

携
帯
メ
ー
ル
に
よ
る
保
護
者
へ
の
不

審
者
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

　

消
費
者
対
策
と
し
て
は
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、
消
費
者

の
安
全
と
利
益
を
守
る
た
め
、
消
費

生
活
相
談
員
の
配
置
や
啓
発
講
演

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
相
談
活
動
や

啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

消
費
者
協
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
消

費
者
学
習
活
動
や
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

な
ど
、
消
費
生
活
向
上
に
つ
な
が
る

活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

　
「
環
境
進
化
都
市
・
赤
穂
」
の
実

現
に
向
け
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
、
持
続
可
能
な
環

境
づ
く
り
に
自
主
的
・
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

生
活
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

赤
穂
市
環
境
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

大
気
や
水
質
等
に
関
す
る
環
境
調
査

を
実
施
す
る
ほ
か
、
環
境
へ
の
負
荷

を
減
ら
し
、
良
好
な
環
境
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
、
積
極
的
な
情
報
提

供
や
啓
発
活
動
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
所
に
対
す
る
環
境
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
登
録
制
度
の
普
及

啓
発
や「
赤
穂
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」

を
開
催
し
、
環
境
学
習
の
場
を
提
供

し
ま
す
。

　

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

公
共
下
水
道
整
備
と
し
て
、
引
き
続

き
有
年
ポ
ン
プ
場
の
施
設
整
備
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
土
地
区
画
整
理

地
内
の
雨
水
及
び
汚
水
管
渠
等
の
整

備
を
行
う
ほ
か
、
特
定
環
境
保
全
下

水
道
整
備
と
し
て
中
継
ポ
ン
プ
場
の

老
朽
化
に
伴
う
設
備
更
新
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
25
年
度
末
に
は
、
生

活
排
水
整
備
面
積
は
１
，５
７
３
・
３ 

ha
、 

人
口
普
及
率
は
99
・
６
％
と
な

る
見
込
み
で
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
す
る
方
に
対
し
て
、
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
ほ
か
、
庁
用

車
等
へ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
導
入

も
進
め
ま
す
。
ま
た
、
平
成
24
年

度
の
補
正
予
算
で
対
応
し
て
い
ま
す

が
、
坂
越
小
学
校
に
発
電
量
20 

kw

の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
な

ど
、
低
炭
素
社
会
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
ま
す
。

　

ご
み
処
理
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
延
命
化
と
処
理
効
率
の

向
上
を
図
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
３

か
年
計
画
で
、
ご
み
焼
却
施
設
及
び

粗
大
ご
み
処
理
施
設
の
大
規
模
改
修

を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
ご
み
の
減

量
、
資
源
化
を
図
る
た
め
、
生
ご
み

処
理
機
の
購
入
助
成
や
資
源
ご
み
回

収
団
体
へ
の
助
成
を
継
続
実
施
し
ま

す
。

　

な
お
、
本
年
７
月
よ
り
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
排
出
し
た
資
源
ご
み

の
持
ち
去
り
を
防
止
す
る
た
め
、
巡

回
パ
ト
ロ
ー
ル
体
制
の
整
備
を
図

り
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
適
正
な

管
理
に
努
め
ま
す
。

　

住
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
尾

崎
地
区
の
密
集
住
宅
市
街
地
整
備

促
進
事
業
に
お
い
て
、
引
き
続
き
用

地
取
得
や
物
件
移
転
補
償
、
道
路
整

備
を
行
う
ほ
か
、
新
た
に
塩
屋
地
区

に
お
い
て
、
中
町
通
線
な
ど
３
路
線

の
拡
幅
整
備
に
向
け
た
調
査
設
計
に

着
手
し
、
防
災
対
策
の
促
進
に
努
め

ま
す
。

　

公
営
住
宅
の
環
境
整
備
と
し
て

は
、
市
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
、
塩
屋
団
地
及
び
塩
屋
西
団
地

の
施
設
整
備
を
行
う
ほ
か
、
新
規
入

居
者
の
基
準
緩
和
に
伴
う
住
宅
管
理

シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

　

上
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
安

全
で
良
質
な
水
の
安
定
供
給
の
た

め
、
配
水
管
の
改
良
や
布
設
、
水
源

地
に
お
け
る
電
気
設
備
更
新
工
事
や

（
仮
称
）
新
坂
越
橋
添
架
管
設
置
工

事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

都
市
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

赤
穂
城
跡
公
園
に
お
い
て
、
文
化
財

保
存
整
備
と
合
わ
せ
二
之
丸
庭
園
の

整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
野
中
・
砂
子

公
園
の
用
地
取
得
や
城
南
緑
地
陸
上

競
技
場
の
再
整
備
、
都
市
公
園
の
遊

具
の
更
新
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
赤
穂
海
浜
公
園
の
北
側

に
、
人
と
自
然
と
の
交
流
と
ふ
れ
あ

い
の
場
と
し
て
尾
崎
・
御
崎
地
区
都

市
再
生
整
備
事
業
を
進
め
る
と
と
も

に
、
関
連
事
業
と
し
て
同
公
園
の
東

側
に
、
少
年
野
球
な
ど
多
目
的
に
利

用
で
き
る
赤
穂
元
禄
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

　

都
市
景
観
の
形
成
に
つ
い
て
は
、

自
然
と
共
生
す
る

ま
ち
の
形
成

自
然
と
共
生
す
る

ま
ち
の
形
成

魅
力
あ
る

都
市
空
間
の
形
成

魅
力
あ
る

都
市
空
間
の
形
成

　

市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
つ
い

て
は
、
住
民
の
皆
様
や
自
主
防
災
組

織
、
消
防
団
と
の
連
携
・
協
力
に
よ

る
地
域
で
の
防
災
訓
練
、
地
域
ご
と

に
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
防
災
訓
練
や
標
高
表
示
板
を

設
置
す
る
ほ
か
、
本
年
度
は
、
防
災

行
政
無
線
整
備
に
向
け
て
の
基
本
設

計
・
実
施
設
計
を
行
う
な
ど
、
防
災

意
識
の
啓
発
と
防
災
行
動
力
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
対
策
と
し
て
、
住

宅
の
耐
震
化
が
有
効
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
住
宅
耐
震
改
修
へ
の

助
成
や
簡
易
耐
震
診
断
推
進
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　

消
防
・
救
助
体
制
の
充
実
・
強
化

に
つ
い
て
は
、
泡
原
液
搬
送
車
や
第

４
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更

新
、
消
火
栓
の
増
設
な
ど
の
ほ
か
、

有
年
楢
原
地
区
等
の
小
型
動
力
ポ
ン

プ
の
更
新
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
体
制
に
つ
い
て
は
、

気
管
挿
管
や
薬
剤
投
与
な
ど
に
対

応
で
き
る
救
急
救
命
士
を
養
成
す
る

と
と
も
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
整
備
事
業
と
し

て
、
救
命
講
習
会
の
開
催
や
「
赤
穂

安
全
・
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
拡

充
に
努
め
ま
す
。

　

洪
水
等
の
治
水
対
策
に
つ
い
て

は
、
県
と
の
連
携
に
よ
り
千
種
川
や

加
里
屋
川
、
矢
野
川
の
護
岸
整
備
な

ど
を
推
進
し
ま
す
。

　

次
に
、
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

安全・安心に生活できるまち� ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

おもいやりに満ちた福祉社会を築く
①みんなで支え合う地域福祉を進める
・地域総合援護システム推進事業� ……163万円
★社会福祉法人権限移譲事務委託経費�……15万円
・民間福祉活動活発化促進事業� ……374万円
・ユニバーサル社会づくり推進事業� ……68万円
・庁舎整備事業� ……1,500万円
　★第二庁舎エレベーター設置
・福祉のまちづくり推進事業� ……2,000万円
②子育てしやすい環境をつくる
・子育て支援事業� ……8,096万円
　� ▽アフタースクール子ども育成事業（3,070万円）

▽ アフタースクール整備事業（2,175万円） ▽ 子
育て家庭ショートステイ事業（20万円） ▽ キンダ
ースクール子ども育成事業（81万円） ▽ 絵本文庫
整備事業（12万円） ▽ 幼児２人同乗用自転車購入
助成事業（150万円） ▽ 子育て情報携帯システム
事業（64万円） ▽ ファミリーサポートセンター事
業（180万円） ▽ 保育所子育て支援機能充実事業

（91万円） ▽ 要保護児童対策地域協議会推進事業
（162万円） ▽ 児童虐待防止啓発事業（91万円） ▽

出産費助成事業（2,000万円）
★子ども子育て支援計画策定事業� ……320万円
・児童手当� ……8億4,770万円
・母親クラブ補助金� ……105万円
・母子家庭就業支援事業� ……134万円
・保育所運営費（事業経費）� ……5,793万円
　� ▽ 延長保育事業＝午後7時まで（赤穂・塩屋・尾

崎保育所） 午後6時まで （御崎・坂越・有年保育所）

▽乳児保育事業＝全保育所 ▽保育所一時預かり
事業＝御崎・坂越・有年保育所

・多子世帯保育料軽減事業� ……98万円
・子育てバリアフリー化事業� ……82万円
・児童遊園地整備事業� ……360万円
・折方児童センター整備事業� ……85万円
・児童館整備事業� ……337万円
　★赤穂東中学校区児童館備品整備外
・保育所整備事業� ……1,280万円
③障がい者が自立しやすい環境をつくる
・自立支援給付� ……6億5,720万円
　� ▽ 介護給付等支給事業（6億3,000万円） ▽ 障害者
（児）補装具給付事業（1,080万円） ▽自立支援医療

費支給事業（1,640万円）
・障害者（児）福祉推進事業� ……1,550万円
　� ▽経済援護事業（1,335万円）
　� ▽日常生活援護事業等（216万円）
・障害者地域生活支援事業� ……4,859万円
・心身障害児療育事業� ……986万円
　� ▽ あしたば園事業（830万円） ▽ 西播磨療育事業

負担金（156万円）
★障がい者スポーツ普及事業� ……190万円
★障がい者虐待防止対策支援事業� ……57万円
★障がい者就労施設等支援事業� ……22万円
・障害福祉サービス事業所整備事業� ……210万円
④高齢者が安心して暮らせる環境をつくる
・高齢者福祉対策事業� ……1,039万円
・介護支援事業� ……809万円
　� ▽ ヘルプサービス充実事業（321万円） ▽ 生きが

いデイサービス事業（450万円） ▽ 介護サービス

利用者負担軽減措置事業外（38万円）
・高齢者住宅改造助成事業� ……490万円
・ねたきり老人等対策事業� ……51万円
・老人福祉センター利用促進事業� ……80万円
・在宅介護支援センター運営委託事業�……560万円
・ひとり暮らし老人等火災警報器購入助成事業
� ……18万円
・敬老長寿ふれあい事業� ……908万円
・高齢者を見守る支えるネットワーク推進事業
� ……158万円
・介護老人保健施設事業� ……2億7,154万円
・介護保険事業
　保険給付サービス� ……34億2,300万円
　　� ▽ 介護サービス等（30億6,440万円） ▽ 介護予

防サービス等（1億3,310万円） ▽ 高額介護サー
ビス（6,910万円） ▽ 特定入所者介護サービス等

（1億5,640万円）
　地域支援事業� ……5,493万円
　　� ▽ 介護予防事業（846万円） ▽ 包括的支援事業

（3,193万円）▽任意事業（1,454万円）
　サービス事業� ……1,417万円
　　�保険料　第１号被保険者 (65歳以上 ) の保険料

の基準額　月額4,350円
⑤社会保障制度を適切に運営する
・セーフティネット支援対策事業� ……595万円
・福祉医療費等助成制度の充実� ……4億3,715万円
　� ▽ 母子家庭等医療費（2,092万円） ▽ 乳幼児等医療

費（2億4,986万円） ▽ 老人医療費（1,746万円） ▽ 重
度障害者医療費（5,818万円） ▽ 高齢重度障害者医
療費（8,953万円） ▽小児特定疾患医療費（120万円）

・他公費負担医療費助成事業� ……62万円
⑥お互いが尊重し合えるまちをつくる
・人権啓発事業� ……149万円
★西播磨人権のつどい開催経費� ……132万円

保健・医療サービスを充実する
①生涯にわたる健康づくりを進める
・健康づくりの推進� ……418万円
・予防接種費助成事業� ……4,340万円
　� ▽ 肺炎球菌予防接種 ▽ 子宮頸がん予防接種 ▽

インフルエンザ菌ｂ型（ヒブ）予防接種 ▽ 小児肺
炎球菌予防接種

・母子保健対策の推進� ……650万円
　� ▽子育て応援隊活動事業（123万円） ▽育児健康支

援事業（82万円）★母子訪問指導（50万円） ▽ 乳幼
児健診（317万円） ▽むし歯予防対策事業（78万円）

・健康増進対策の推進� ……1億2,443万円
　�★特定保健指導（情報提供、動機づけ支援、積

極的支援に区分して指導・618万円）★健康診査
（生活習慣病健診、女性のがん検診、がん検診

推進・1億1,742万円） ▽ 歯科健診（歯周病健診・
83万円）

・健康診査費等助成事業� ……3,938万円
　� ▽妊婦健康診査費（3,280万円） ▽産婦健康診査費
（81万円） ▽ 乳児健康診査費（275万円） ▽ 特定不

妊治療費（302万円）
★あこう食育推進事業� ……90万円
・国民健康保険税
　� ▽ 医療分・後期高齢者支援金分（財政調整基金

を活用し、課税限度額、税率等は据え置き） ▽介
護納付金分（一般会計からの繰入れにより、課税
限度額、税率等は据え置き）

②安心できる地域医療体制をつくる
・休日急患診療委託料� ……373万円
・西播磨病院群輪番制運営委託事業�……1,997万円
・市民病院整備事業� ……3億9,498万円

生活の安全・安心を確保する
①災害に強いまちをつくる
・大規模災害対策用消防資材整備事業�……100万円
・西播磨広域防災備蓄物資整備事業� ……360万円
　� ▽ 西播磨広域防災対策推進協議会防災物資（★

折りたたみリヤカー外）の備蓄
・救援物資対策経費� ……62万円
★特設公衆電話設置事業� ……8万円
　� ▽ 災害時特設公衆電話の設置 ▽ 各地区公民館、

小中学校等25箇所
・コミュニティ防災訓練経費� ……43万円
・防災総合訓練経費� ……100万円
・防災意識普及啓発事業� ……20万円
★被災者支援システム運営経費� ……28万円
・ひょうご防災ネットシステム運営経費�……142万円
・避難所等標高表示板設置事業� ……1,000万円
　★詳細表示板16箇所外
・住宅耐震改修助成事業� ……45万円
・簡易耐震診断推進事業（30戸）� ……91万円
★非構造部材耐震対策事業� ……[ 再掲 150万円 ]
・耐震診断推進事業� ……300万円
・新型インフルエンザ感染防止対策事業�……70万円
・河川改修事業� ……950万円
★震災対策農業水利施設整備事業� ……120万円
　湯の内池
・治山事業� ……812万円
　� ▽県単独補助（周世地区外）、市単独（緊急修繕外）
・津波・高潮危機管理対策事業� ……4,301万円
★防災行政無線整備事業� ……1,400万円
　� ▽基本設計、実施設計
②消防・救急救助体制を充実する
★消防団員安全装備品整備事業� ……400万円
　� ▽保安帽及び防寒衣
・救助服整備事業　25着� ……104万円
・救急業務高度化推進事業� ……780万円
・ジュニア救急教室実施事業� ……100万円
・緊急消防援助隊個人装備整備事業� ……90万円
・ＡＥＤ整備事業� ……301万円
・消防施設整備事業� ……7,031万円

　 �▽ 泡原液搬送車（赤穂消防署） ▽ 消防ポンプ自動
車（第４分団）★小型動力ポンプ整備事業（有年楢
原地区外） ▽消火栓設置外

③交通安全・防犯意識を高める
・自主防犯活動推進事業� ……44万円
・暴力団対策事業補助金� ……98万円
・地域サポート安全対策事業� ……131万円
・交通安全施設等整備事業� ……1,300万円
・公共灯整備事業� ……330万円
④消費生活の安全を守る
・消費者行政活性化事業� ……292万円

自
然
と
共
生
す
る

住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り

第
２
の
柱

施政方針にみる
新年度の主要施策と
予算のあらまし
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用
し
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
行
う

と
と
も
に
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
育
成
に
つ
い
て
も
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
土
曜
日
開
催
と
な
る

第
１
１
０
回
記
念
義
士
祭
に
つ
い
て

も
、
市
民
と
一
体
と
な
っ
て
積
極
的

な
観
光
客
の
誘
致
に
努
め
ま
す
。

　

就
労
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

緊
急
雇
用
就
業
機
会
創
出
事
業
と
し

て
起
業
支
援
型
地
域
雇
用
創
造
事
業

や
観
光
振
興
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施

す
る
ほ
か
、
高
年
齢
者
就
業
機
会
確

保
事
業
へ
の
助
成
な
ど
を
行
い
、
勤

労
者
福
祉
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

　

広
域
連
携
に
つ
い
て
は
、
東
備
西
播

定
住
自
立
圏
域
を
は
じ
め
、
千
種
川
水

系
市
町
、
Ｊ
Ｒ
赤
穂
線
沿
線
市
町
、
兵

庫
岡
山
両
県
境
隣
接
市
町
村
な
ど
と
の

連
携
、
協
力
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
間
交
流
に
つ
い
て
は
、
笠
間
市

及
び
山
鹿
市
と
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活

動
な
ど
を
通
じ
た
姉
妹
都
市
交
流
を
は

じ
め
、
義
士
祭
に
お
け
る
忠
臣
蔵
交
流

物
産
市
の
開
催
や
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

で
の
忠
臣
蔵
サ
ミ
ッ
ト
都
市
リ
レ
ー
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
通
じ
て
、
全
国
の

忠
臣
蔵
ゆ
か
り
の
自
治
体
と
の
交
流
を

一
層
推
進
し
ま
す
。

　

国
際
理
解
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

姉
妹
都
市
ロ
ッ
キ
ン
グ
ハ
ム
市
へ
の

中
学
生
の
派
遣
及
び
同
市
か
ら
の
生

多
様
な
交
流
の
推
進

多
様
な
交
流
の
推
進

加
里
屋
地
区
に
お
い
て
、
景
観
に
適

合
し
た
建
物
の
保
全
整
備
へ
の
助
成

を
行
い
、
快
適
で
美
し
い
居
住
空
間

の
創
造
に
努
め
ま
す
。

　

土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

尾
崎
地
区
に
お
い
て
、
住
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
を
具
現
化
す
る
た
め
、

地
区
計
画
を
策
定
す
る
ほ
か
、
北
野

中
、
砂
子
、
浜
市
地
区
に
お
い
て
は
、

加
里
屋
川
の
早
期
整
備
に
向
け
た
先

行
地
籍
調
査
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

は
、
有
年
地
区
に
お
い
て
区
画
道
路

築
造
工
事
や
物
件
移
転
補
償
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
野
中
・
砂
子
地
区
や
浜
市

地
区
に
お
い
て
は
、
組
合
へ
補
助
金

な
ど
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
区

画
道
路
築
造
工
事
な
ど
、
事
業
の
進

捗
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
場
を

確
保
す
る
た
め
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
実
施
、
工
場
立
地
法
準

則
条
例
に
基
づ
く
市
内
企
業
の
設
備

投
資
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
や

企
業
誘
致
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
も
の
づ
く
り
産
業
の

活
性
化
を
図
る
た
め
の
啓
発
活
動
を

行
い
、
市
内
経
済
の
活
性
化
に
努
め

ま
す
。

　

商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
中
心
市

街
地
に
お
い
て
、
商
工
会
議
所
等
と

連
携
し
て
、い
き
つ
ぎ
広
場
で
の「
加

里
屋
さ
ん
も
く
楽
市
」
や
「
ま
る
ご

と
赤
穂
大
博
覧
会
」
を
開
催
す
る
ほ

か
、
忠
臣
蔵
関
係
の
展
示
を
加
え
た

情
報
物
産
館
を
開
設
す
る
な
ど
、
商

業
の
活
性
化
と
観
光
振
興
の
充
実
強

化
を
図
り
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
対
策
に
つ
い
て

は
、
中
小
企
業
経
営
安
定
資
金
融
資

信
用
保
証
料
の
助
成
や
中
小
企
業

経
営
安
定
資
金
融
資
に
係
る
利
子

補
給
を
行
う
な
ど
、
資
金
融
資
の
円

滑
化
を
推
進
し
、
経
営
基
盤
の
安
定

化
の
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

地
場
産
品
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

地
場
農
産
物
の
直
売
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
支
援
や
稲
作
体
験
農
園
の
設
置
な

ど
、
地
産
地
消
の
推
進
を
図
る
と
と

も
に
、
赤
穂
緞
通
を
伝
承
す
る
会
の

活
動
を
支
援
し
、
赤
穂
ブ
ラ
ン
ド
の

育
成
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
地
流

動
化
を
促
進
し
な
が
ら
、
農
業
経
営

基
盤
強
化
育
成
事
業
、
新
規
就
農
者

や
認
定
農
業
者
の
経
営
支
援
事
業

な
ど
を
通
じ
て
、
農
業
経
営
者
の
育

成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
猪
や
鹿
等

の
野
生
動
物
に
よ
る
農
作
物
被
害
を

防
止
す
る
た
め
、
野
生
動
物
や
有
害

鳥
獣
対
策
に
引
き
続
き
取
り
組
む
ほ

か
、
農
業
者
戸
別
補
償
制
度
の
円
滑

な
実
施
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
農
地

や
用
水
路
な
ど
の
農
業
基
盤
の
保
全

管
理
や
農
村
環
境
の
保
全
を
推
進
し

ま
す
。

　

施
設
整
備
と
し
て
は
、
地
域
た
め

池
総
合
整
備
事
業
と
し
て
、
西
有
年

地
区
の
木
ノ
目
新
池
な
ど
の
施
設
整

備
や
耐
震
対
策
事
業
と
し
て
、
湯
の

内
池
耐
震
点
検
調
査
を
実
施
す
る
ほ

か
、
国
道
２
５
０
号
坂
越
道
路
整
備

事
業
に
伴
う
高
野
排
水
機
場
の
移
設

工
事
を
推
進
し
ま
す
。

　

水
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
漁
業
の

生
産
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
ア
サ

リ
の
種
苗
放
流
、
漁
船
損
害
保
険
の

掛
金
に
対
す
る
助
成
を
行
う
と
と
も

に
、
新
た
に
干
潟
保
全
活
動
に
対
す

る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
赤
穂
観

光
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ

き
、
観
光
協
会
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｒ
、

関
係
団
体
、
近
隣
市
町
と
も
連
携

し
て
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施

す
る
ほ
か
、
観
光
周
遊
バ
ス
「
く
ら

ち
ゃ
ん
号
」
の
運
行
や
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
陣
た
く
ん
」
を
活

質
の
高
い

都
市
機
能
の
整
備

質
の
高
い

都
市
機
能
の
整
備

活
力
あ
る
産
業
の
形
成

活
力
あ
る
産
業
の
形
成

自然と共生する住みよいまち� ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

自然と共生するまちをつくる
①豊かな自然環境を保全する
・環境保全型農業支援事業� ……[ 再掲 42万円 ]
・山地緑化事業� ……660万円
　★遊歩道整備事業外
★赤穂ふれあいの森整備事業� ……180万円
　施設整備外
・ふるさとの風景づくり整備事業� ……780万円
　公園整備外（福浦新田地区）
②さわやかな生活環境を保全する
・環境基本計画推進事業� ……176万円
・河川台帳整備事業� ……300万円
・公共下水道事業� ……12億7,730万円
・特定環境保全公共下水道事業� ……7,860万円
平成25年度末水洗化率　　98.4％
　

③地球環境にやさしいまちをつくる
・住宅用太陽エネルギー利用機器設置補助事業
� ……2,800万円
・資源ごみ集団回収奨励事業� ……1,100万円
・ごみ減量・資源化推進事業� ……106万円
★資源ごみ持ち去り防止対策事業� ……217万円
　巡回パトロール外
・リサイクル運動推進事業（消費者協会補助）　　
� ……48万円

・公共灯整備事業� ……[ 再掲 280万円］
・太陽光パネル設置事業� ……[ 再掲 440万円］
・ごみ処理施設整備事業� ……3億8,900万円
　★ごみ処理施設大規模改修外
・不燃物最終処分場整備事業� ……720万円

魅力ある都市空間を形成する
①快適な住環境をつくる
★住宅管理システム改修事業� ……284万円
　入居基準緩和に伴うシステム改修
・公営住宅環境整備事業� ……3,377万円
・密集住宅市街地整備促進事業
� ……[ 再掲6,150万円 ]
★地域住宅等整備事業� ……[ 再掲 2,140万円 ]
・上水道の整備� ……6億8,753万円
②水とみどり豊かな都市環境をつくる
・赤穂城跡公園整備事業� ……1億1,900万円
・野中・砂子公園整備事業� ……9,210万円
・都市公園整備事業� ……1,300万円
・都市公園安全・安心対策事業� ……8,250万円
　★城南緑地陸上競技場整備外
・城南緑地施設整備事業� ……600万円
★赤穂元禄スポーツセンター整備事業
� ……890万円
　施設整備外
・尾崎・御崎地区都市再生整備事業

� ……5億8,760万円
　用地取得外
③自然・歴史・文化と調和した景観をつくる
・快適環境推進事業� ……59万円
・都市景観形成助成事業� ……600万円

質の高い都市機能を整備する
①土地の利活用を適正に進める
・都市計画デジタル図管理事業� ……202万円
・都市計画基礎調査事業� ……100万円
★地区計画策定事業� ……60万円
　尾崎地区
・地籍調査事業� ……1,605万円
②良好な市街地の整備を進める
・土地区画整理事業� ……7億6,750万円
　� ▽ 有年地区 55.0ha 区画道路築造工事外（5億

3,000万円） ▽ 野中･砂子地区　45.2ha　組合補
助金外（8,750万円） ▽ 浜市地区　22.2ha　市助
成金（1億5,000万円）

・密集住宅市街地整備促進事業� ……6,150万円
　尾崎地区　27.5ha　物件補償外
★地域住宅等整備事業� ……2,140万円
　詳細設計外（市道中町通線外）

平成25年度末（生活排水対策事業すべてを含む）
整備面積　1,573.3ha　人口普及率　99.6％
平成25年度末（生活排水対策事業すべてを含む）
整備面積　1,573.3ha　人口普及率　99.6％

産
業
と
交
流
が

盛
ん
な
活
力
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り

第
３
の
柱

産業と交流が盛んな活力のあるまち� ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

活力ある産業を形成する
①地域産業を振興する
・産業活性化支援事業� ……1,008万円
★新規高卒者雇用奨励金交付事業� ……480万円
　新規高卒者の正規雇用1人当たり12万円を支給
・企業誘致促進事業� ……125万円
・工場立地促進奨励金交付事業� ……777万円
②商業の振興を図る
・商店街振興対策事業� ……109万円
・中心市街地にぎわいづくり事業� ……1,080万円
・中小企業振興事業補助金� ……330万円
　★商工会議所活動費補助金外
・中小企業経営安定資金融資預託金
� ……3億3,000万円
・中小企業経営安定資金利子補給� ……100万円
・中小企業経営安定資金融資信用保証料助成
� ……450万円
③地場産品を使った赤穂の魅力を創出する
・地産地消推進事業� ……147万円
・地場産業育成事業� ……72万円
④農業・漁業を活性化する
・水田利用振興事業� ……881万円
・農業マイスター認定事業� ……15万円
・野生動物対策事業� ……784万円
・環境保全型農業支援事業� ……42万円
★経営体育成支援事業� ……446万円
　経営体育成支援事業補助金
★新規就農総合支援事業� ……300万円
　青年就農給付金
・農村地域活性化推進事業� ……70万円
　田園景観創出事業、都市農村交流事業
・農地・水保全管理事業� ……954万円
　支援事業費負担金外
・水産振興事業� ……491万円
　★漁業振興安定対策事業外
・土地改良事業補助� ……2,740万円
・農業用施設整備事業� ……990万円
・基幹水利施設ストックマネジメント事業
� ……1,900万円
　中山頭首工整備外
・地域ため池総合整備事業� ……1,675万円
　木ノ目新池外整備（西有年地区外）
・高野排水機場整備事業� ……3,500万円
　排水機場整備負担金
★土地改良施設維持管理適正化事業

� ……2,000万円
　柏原揚水機場
・ふるさとの風景づくり整備事業
� ……[ 再掲780万円 ]
⑤観光の振興を図る
・義士祭奉賛会補助� ……2,110万円
　� ▽ 義士祭前夜祭事業（60万円） ▽ 忠臣蔵交流物

産市（220万円） ▽ 義士祭宣伝事業外（930万円）
★義士祭パレード等事業（450万円）★義士祭観
覧席設置事業（200万円）★忠臣蔵ウイーク事業

（250万円）
・入湯税引当観光振興事業補助金� ……1,764万円
・観光アクションプログラム推進事業
� ……1,312万円
　� ▽ 観光キャンペーン事業（270万円） ▽ 観光協会

事業補助（547万円） ▽ 観光イベント等補助（334
万円） ▽ 観光ボランティアガイド育成事業（15
万円） ▽ 観光客おもてなし事業（20万円） ▽ 広域
観光推進事業（76万円） ▽ ＪＲ赤穂線沿線地域
活性化連絡会議負担金（50万円）

・温泉源掘削事業補助金� ……502万円
★観光案内看板設置事業� ……500万円
　更新24基外
⑥就労環境を充実する
・高年齢者就業機会確保事業� ……722万円
・緊急雇用就業機会創出事業� ……750万円
　★起業支援型地域雇用創出事業
　　観光振興サポート事業
・雇用促進セミナー等事業� ……18万円
・勤労者住宅資金融資預託金� ……6,600万円

多様な交流を推進する
①近隣市町村との広域連携を進める
・定住自立圏構想推進経費� ……12万円
②特色ある地域間交流を進める
・義士親善友好都市交流事業� ……232万円
　東京スカイツリー忠臣蔵サミットキャンペーン外
・文化交流事業� ……44万円
　地域間文化交流事業（西尾市外）
③国際理解を深める
・国際交流推進事業� ……56万円
・国際理解教育推進事業� ……1,931万円
　� ▽ 外国人講師による英語教育（小学校１名、中

学校２名） ▽ ロッキングハム市小学生作品交流
・中学生海外派遣事業� ……409万円

　ロッキングハム市　中学校３年生10人
④定住を促進する
・定住支援推進事業� ……1,395万円
　★転入者定住支援金、新婚世帯家賃助成外

交流基盤を整備する
①公共交通の利便性を確保する
・市内循環バス運行事業� ……900万円
②利便性の高い道路網を構築する
★都市計画道路見直し等調査事業� ……430万円
　街路プログラム策定業務委託外
・都市計画街路事業� ……5億1,066万円
　� ▽ 赤穂大橋線＝物件補償外 ▽ 有年横尾線＝Ｊ

Ｒ負担金外
・生活道路整備� ……2億3,040万円
　中洲幹線外

地域情報化を推進する
①地域情報化を推進する
・行政事務電算高度利用事業� ……4,355万円
・電算基幹業務再構築事業� ……7,420万円
・事務改善経費� ……1,420万円
・住民基本台帳ネットワークシステム管理経費
� ……255万円
・戸籍事務電算化事業� ……4,650万円
・戸籍システム改修経費� ……152万円
・市例規集情報化推進事業� ……538万円
・情報教育推進事業� ……7,560万円
・図書館情報化システム事業� ……1,540万円
・議会情報化推進事業� ……299万円
　★議会映像インターネット配信経費外
・情報基盤整備事業� ……2,380万円

施政方針にみる
新年度の主要施策と
予算のあらまし
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園
、
御
崎
幼
稚
園
、
坂
越
幼
稚
園
及

び
高
雄
幼
稚
園
に
お
い
て
も
、
耐
震

対
策
補
強
事
業
の
実
施
設
計
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
改
造
事
業
と
合
わ

せ
計
画
的
に
進
め
て
い
る
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

は
御
崎
小
学
校
、
高
雄
小
学
校
、
赤

穂
西
中
学
校
及
び
赤
穂
東
中
学
校

の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
発
達
に
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

に
対
す
る
支
援
と
し
て
、必
要
な
小
・

中
学
校
に
特
別
支
援
教
育
指
導
補

助
員
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
幼
稚

園
に
お
い
て
も
、
加
配
教
諭
を
増
員

配
置
し
、
障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た

適
切
な
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
園
づ
く

り
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
の
推
進
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

や
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」
推

進
事
業
、
環
境
体
験
事
業
や
地
域
貢

献
活
動
推
進
事
業
な
ど
を
通
し
て
、

地
域
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深

め
、
人
的
資
源
を
活
用
し
た
地
域
に

開
か
れ
た
教
育
活
動
を
進
め
ま
す
。

　

若
い
力
の
健
全
育
成
と
し
て
は
、

青
少
年
育
成
推
進
委
員
と
連
携
し

な
が
ら
、
地
域
社
会
と
協
働
し
て
啓

発
活
動
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
不
登
校
な
ど
の
対
策
に
つ
い
て

は
、
関
西
福
祉
大
学
や
関
係
機
関
と

の
連
携
を
深
め
、
教
育
相
談
や
こ
こ

徒
の
受
け
入
れ
な
ど
、
両
市
の
交
流

の
絆
を
さ
ら
に
深
め
る
と
と
も
に
、

国
際
交
流
協
会
と
連
携
し
地
域
の
国

際
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、

引
き
続
き
外
国
人
英
語
講
師
３
名
を

配
置
し
、
国
際
理
解
教
育
を
推
進
し

ま
す
。

　

定
住
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
赤
穂

の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、
定
住
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
都
市
部
で
の

定
住
相
談
会
を
実
施
す
る
ほ
か
、
新

婚
世
帯
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
家
賃
の

一
部
を
助
成
す
る
と
と
も
に
、「
転

入
者
定
住
支
援
金
」
の
交
付
に
よ
る

定
住
の
促
進
と
市
内
経
済
の
活
性
化

に
努
め
ま
す
。

　

公
共
交
通
の
確
保
と
利
便
性
の
向

上
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
定
住
自

立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
圏

域
バ
ス
の
運
行
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
こ
の
圏
域
バ
ス
を
活
用
し
た
市

内
循
環
バ
ス
「
ゆ
ら
の
す
け
」
の
増

便
に
つ
い
て
、
市
民
や
関
係
者
で
構

成
す
る
地
域
公
共
交
通
会
議
で
の
協

議
を
経
て
実
施
し
ま
す
。

　

生
活
道
路
の
整
備
と
し
て
、
東
洋

紡
前
線
や
中
洲
幹
線
道
路
改
良
工

事
な
ど
を
実
施
す
る
ほ
か
、
都
市
計

画
街
路
の
整
備
と
し
て
、
赤
穂
大
橋

線
に
係
る
用
地
買
収
・
物
件
移
転
補

償
・
道
路
整
備
や
有
年
横
尾
線
に
お

け
る
Ｊ
Ｒ
有
年
駅
の
自
由
通
路
設
置

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
、
長
期
未
着
手

の
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、
存

続
、
変
更
及
び
廃
止
の
検
討
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
国
道
２
号
の
バ
イ
パ
ス
建

設
や
坂
越
大
橋
を
含
む
バ
イ
パ
ス
部

分
な
ど
国
道
２
５
０
号
の
改
良
、
交

通
安
全
施
設
の
早
期
整
備
に
つ
い

て
、
国
、
県
に
引
き
続
き
要
請
し
、

事
業
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

市
内
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備
後
の

取
り
組
み
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
の
活
用
に
よ
る
、
住
民
や
商

店
等
か
ら
の
積
極
的
な
情
報
発
信
を

促
し
、
住
民
と
行
政
、
住
民
相
互
の

繋
が
り
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

小
・
中
学
校
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
た
情
報
教
育
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
中
央
公
民
館

に
お
い
て
、
高
校
生
以
上
を
対
象
と

し
た
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
引
き
続
き
開

催
し
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
質
の
高
い
教
育
、
人

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
子
ど
も

た
ち
に
、「
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
間
性
」

と
「
生
き
る
力
」
を
育
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
教
育
振
興
基
本
計
画
（
赤

穂
教
育
プ
ラ
ン
）
に
基
づ
き
、
総
合

的
・
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

幼
児
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

幼
児
を
持
つ
家
庭
や
地
域
社
会
と
の

連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、
幼
児
の

「
生
き
る
力
」
の
基
礎
を
育
み
、
一
人

ひ
と
り
の
発
達
や
特
性
に
応
じ
た
き

め
細
や
か
な
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
家
庭
の
教
育
力
を
向

上
さ
せ
る
た
め
の
施
策
を
総
合
的
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
預
か
り
保
育

の
更
な
る
拡
充
な
ど
、
保
育
所
、
幼

稚
園
で
の
子
育
て
支
援
を
積
極
的
に

展
開
し
ま
す
。

　

義
務
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

教
職
員
の
資
質
と
指
導
力
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
基
礎
・
基
本
を

確
実
に
定
着
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
に

確
か
な
学
力
や
豊
か
な
こ
こ
ろ
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
な
ど
、「
生
き
る
力
」

の
育
成
を
重
視
し
た
教
育
活
動
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
子
ど
も
の
ち
か
ら
応

援
事
業
と
し
て
、
基
本
的
な
生
活
習

慣
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
知
・
徳
・

体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
子
ど
も
を

育
む
た
め
赤
穂
ド
リ
ル
の
活
用
や
読

書
活
動
の
推
進
、
た
く
ま
し
い
体
づ

く
り
の
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
を
進

め
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
体
験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
を
通
じ
て
児
童
の
勤
労

観
・
職
業
観
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、

将
来
へ
の
夢
や
希
望
を
育
む
キ
ャ
リ

ア
教
育
推
進
事
業
に
取
り
組
む
ほ
か
、

救
急
救
命
や
防
災
・
防
犯
教
育
な
ど

を
通
じ
て
「
命
を
守
る
」
こ
こ
ろ
や

態
度
を
育
む
学
習
を
進
め
ま
す
。

　

な
お
、「
い
じ
め
問
題
等
再
発
防
止

に
係
る
第
三
者
委
員
会
」
か
ら
の
提

言
を
受
け
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
す
こ
や
か
に
成
長
し
、
い
じ
め

問
題
を
含
め
た
非
行
防
止
と
事
件
の

再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
施
策
と
し

て
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
増
員
、
子
ど

も
た
ち
の
主
体
的
活
動
に
よ
る
非
行

防
止
活
動
な
ど
、教
育
委
員
会
、学
校
、

家
庭
、
地
域
、
関
係
機
関
が
連
携
し
、

地
域
社
会
全
体
で
、
い
じ
め
や
非
行

防
止
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

施
設
整
備
と
し
て
は
、
赤
穂
小
学

校
、
尾
崎
小
学
校
に
お
け
る
大
規
模

改
造
工
事
を
は
じ
め
、尾
崎
小
学
校
、

御
崎
小
学
校
、
高
雄
小
学
校
、
赤
穂

中
学
校
、
赤
穂
西
中
学
校
及
び
赤
穂

東
中
学
校
に
お
い
て
、
耐
震
対
策
補

強
事
業
や
大
規
模
改
造
事
業
の
実

施
設
計
を
行
う
ほ
か
、
赤
穂
西
幼
稚

交
流
基
盤
の
整
備

交
流
基
盤
の
整
備

地
域
情
報
化
の
推
進

地
域
情
報
化
の
推
進

教
育
環
境
の
整
備

教
育
環
境
の
整
備

生涯にわたり夢を育むまち� ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

教育環境を整える
①幼児・義務教育を充実する
・新教育課程研究推進事業外� ……115万円
・教育研究所経費� ……130万円
・コミュニティ・スクール推進事業� ……70万円
　★コミュニティ・スクール研究経費
・命を守る教育推進事業� ……47万円
・キャリア教育推進事業� ……116万円
・子どものちから応援事業� ……93万円
★こころの教育実践モデル地域推進事業
� ……70万円
　道徳教育実践研究事業外
・心いきいき推進事業� ……929万円
　★不登校児童生徒防止のための総合的対応
★いじめ問題等対策推進事業� ……174万円
　第三者委員会開催経費外
・国際理解教育推進事業� ……[ 再掲 1,931万円］
・中学生海外派遣事業� ……[ 再掲 409万円］
・コンピュータＣＡＩ研究奨励事業�……218万円
・情報教育推進事業� ……[ 再掲 7,560万円 ]
・地域サポート安全対策事業�……[ 再掲 131万円 ]
・読書指導の振興と図書整備事業� ……498万円
★非構造部材耐震対策事業� ……150万円
　戸棚等転倒防止対策（小学校・中学校）
★幼稚園預かり保育事業� ……3,510万円
　�実施園（8園）に有年幼稚園、原幼稚園を加え10

園で実施
　新たに対象を4歳児にも拡大
★幼稚園未就園児保育事業� ……40万円
　未就園児（3歳児）親子を対象とした体験保育
・放課後子ども教室推進事業� ……292万円
・多子世帯保育料軽減事業� ……47万円
★学校給食モニタリング事業� ……25万円
　放射性物質検査
・大型備品整備事業� ……1,462万円
・耐震対策補強事業� ……2,980万円
・大規模改造事業� ……1億4,270万円
・太陽光パネル設置事業� ……440万円

・坂越中学校整備事業� ……2,500万円
・給食センター整備事業� ……1,440万円
②特別支援教育を充実する
・特別支援教育推進事業� ……1,535万円
　特別支援教育指導補助員配置事業外
・特別支援教育事業　９幼稚園� ……1,600万円
③信頼される学校園づくりを進める
★教育委員会だより等発行事業� ……42万円
・「トライやる・ウィーク」推進事業�……377万円
★環境体験事業� ……180万円
　�特色ある学校づくり事業（環境体験学習）
　10小学校
★中学生地域貢献活動推進事業� ……40万円
　�特色ある学校づくり事業（地域貢献活動）
　５中学校
④若い力を健全に育成する
・青少年健全育成推進事業� ……182万円

生涯学習・スポーツ活動を推進する
①生涯学習を充実する
・生涯学習推進専門員設置事業（1名）
� ……186万円
・子育て学習活動推進事業� ……427万円
・公民館活動の充実� ……755万円
・高齢者にやさしい公民館づくり事業
� ……100万円
・耐震診断推進事業� ……300万円
・図書館事業の普及� ……3,510万円
・市民会館整備事業� ……972万円
・公民館整備事業� ……1,050万円
②スポーツ活動を推進する
・�市民総合体育館及び城南緑地運動施設等管理委

託金� ……6,521万円
・体育振興事業（体育協会補助金外）�……168万円
・スポーツ先進都市推進事業� ……200万円
★スポーツ推進計画促進事業� ……28万円
　スポーツ連絡協議会開催経費外
・忠臣蔵旗少年剣道大会 ( 第25回 )� ……250万円

・近畿高等学校剣道選抜大会（第7回）
� ……100万円
・赤穂義士杯青少年柔道大会（第7回）
� ……100万円
・赤穂義士旗争奪親善ゲートボール大会（第18回）
� ……5万円
・坂越湾ヨットレース（第4回）� ……10万円
・赤穂シティマラソン大会開催経費（第3回）
� ……1,700万円
・体育施設整備事業� ……1,134万円
★赤穂元禄スポーツセンター�……[ 再掲 890万円 ]
・尾崎・御崎地区都市再生整備事業
� ……[ 再掲 4億2,880万円 ]
　多目的運動施設

個性ある地域文化を創造する
①歴史・伝統文化を継承し活用する
・地域文化財調査事業� ……96万円
・「忠臣蔵」編さん事業� ……1,980万円
・文化財保存顕彰事業� ……20万円
・文化財普及活用事業� ……194万円
・文化財公開活用事業� ……490万円
・赤穂城跡整備事業� ……2,590万円
・赤穂城跡公園整備事業
� ……[ 再掲 1億1,900万円］
・埋蔵文化財調査事業� ……815万円
・文化財施設整備事業� ……400万円
・民俗資料館整備事業� ……100万円
・歴史博物館整備事業� ……460万円
・海洋科学館整備事業� ……200万円
・田淵記念館整備事業� ……190万円
②文化芸術活動を推進する
・文化会館自主事業助成（文化とみどり財団補助）
� ……2,610万円
・赤穂国際音楽祭開催事業� ……1,400万円
・文化会館整備事業� ……1億3,100万円

生
涯
に
わ
た
り

夢
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

第
４
の
柱

施政方針にみる
新年度の主要施策と
予算のあらまし
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や
す
い
運
用
に
努
め
ま
す
。

　

行
政
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
は
、

広
報
あ
こ
う
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

を
積
極
的
に
活
用
し
、
広
報
機
能
の

充
実
に
努
め
る
ほ
か
、
早
か
ご
セ
ミ

ナ
ー
の
利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。

　

な
お
、
議
会
活
性
化
の
一
つ
と
し

て
、
市
議
会
で
決
定
さ
れ
た
本
会
議

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に
つ
い
て

は
、
そ
の
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
開
か
れ
た
市
政
を
推
進

す
る
た
め
、
市
民
や
各
種
団
体
、
地

域
団
体
と
の
対
話
な
ど
、
直
接
市
民

の
皆
様
か
ら
の
意
見
を
聴
く
機
会
や

場
を
設
け
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
制
度
の
改
正
や
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
を
見
直
す
ほ
か
、
引
き

続
き
相
談
員
や
専
門
員
に
よ
る
相
談

の
実
施
、
講
演
会
の
開
催
、
女
性
交

流
セ
ン
タ
ー
の
活
用
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
個
性
を

活
か
し
た
、「
地
区
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
各

地
区
ま
ち
づ
く
り
連
絡
（
推
進
）
協

議
会
の
自
発
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

　

地
方
分
権
や
社
会
環
境
が
著
し

く
変
化
す
る
中
で
、
多
様
化
、
高
度

化
し
、
増
大
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
把
握
し
、
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
行
動
力
を
身
に
つ
け
、
地
域
の

諸
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
行
政
に

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
人
材
育
成
基
本
方
針

に
基
づ
き
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
危

機
管
理
能
力
や
コ
ス
ト
意
識
と
経
営

感
覚
を
身
に
つ
け
、
時
代
の
変
化
に

対
応
で
き
る
と
と
も
に
、
市
民
の
目

線
で
考
え
、
行
動
し
、
市
民
か
ら
信

頼
さ
れ
親
し
ま
れ
る
人
材
の
育
成
に

努
め
ま
す
。

　

本
市
の
財
政
環
境
は
、
依
然
と
し

て
基
金
を
取
り
崩
さ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
引
き
続

き
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
推
進

し
、
行
政
経
費
の
節
減
に
努
め
る
ほ

か
、
将
来
に
お
け
る
財
政
負
担
増
大

の
懸
念
を
払
拭
し
、
財
政
の
健
全
化

に
資
す
る
た
め
、
平
成
25
年
度
に
お

い
て
「
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進

債
」
を
活
用
し
、
赤
穂
市
土
地
開
発

公
社
を
解
散
し
ま
す
。

　

ま
た
、
施
策
の
展
開
に
あ
た
っ
て

は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
緊
急

度
や
必
要
性
な
ど
を
十
分
に
検
討

し
、「
選
択
と
集
中
」
に
よ
る
財
源

の
重
点
的
、効
率
的
な
配
分
を
行
い
、

持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤
の
構
築
に

努
め
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
に
市
政
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
引
き
続
き
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様

と
協
働
し
て
「
元
気
で
魅
力
あ
ふ
れ

る　

将
来
に
わ
た
っ
て
輝
き
続
け
る

ま
ち
」
を
目
指
し
て
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
格
段
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
活
性
化

多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
活
性
化

健
全
で
効
率
的
な

行
財
政
運
営

健
全
で
効
率
的
な

行
財
政
運
営

ろ
の
教
室
相
談
員
の
配
置
な
ど
、
指

導
・
相
談
活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た
り
自

発
的
・
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ
る
中
央

公
民
館
や
各
地
区
公
民
館
に
お
い
て

は
、
体
系
的
な
学
習
機
会
の
場
の
提

供
と
し
て
、
子
ど
も
教
室
、
パ
ソ
コ

ン
講
座
や
外
国
語
講
座
、
高
齢
者
生

き
が
い
創
造
事
業
な
ど
を
開
催
す
る

ほ
か
、
高
齢
者
大
学
、
千
種
川
カ
レ

ッ
ジ
、
特
色
あ
る
地
区
公
民
館
事
業

を
実
施
し
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
ま
す
。
ま
た
、
耐
震
対
策

と
し
て
、
尾
崎
公
民
館
の
耐
震
診
断

を
実
施
し
ま
す
。

　

子
育
て
学
習
活
動
推
進
事
業
に
つ

い
て
は
、
子
育
て
悩
み
相
談
や
子
育

て
グ
ル
ー
プ
の
育
成
を
図
る
ほ
か
、

各
地
区
公
民
館
で
の
子
育
て
出
前
講

座
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
環

境
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

読
書
活
動
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
歴

史
文
学
講
座
や
絵
本
講
座
、
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
事
業
な
ど
の
創
作
活
動
の

推
進
と
、
子
ど
も
の
読
書
環
境
の
整

備
に
努
め
る
ほ
か
、
周
辺
地
区
を
対

象
に
し
た
ブ
ッ
ク
宅
配
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
の
情
報
化
を
推
進
す

る
た
め
、
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
も
導
入
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
、

昨
年
２
月
の
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
を

契
機
と
し
て
、
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
整
備
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
を
効
率
的
・
効
果
的
に
推
進
す

る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
連
絡
協
議
会
の

機
能
強
化
を
図
り
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
場
と
機
会
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
体
育
協
会
、
関
係
ス
ポ
ー
ツ
団

体
の
協
力
を
得
て
、
市
民
総
合
体
育

祭
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ス
ポ
ー

ツ
教
室
の
開
催
な
ど
を
支
援
す
る
ほ

か
、
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
交
流

機
会
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
忠
臣
蔵

旗
少
年
剣
道
大
会
や
赤
穂
義
士
杯

青
少
年
柔
道
大
会
、
近
畿
高
等
学
校

剣
道
選
抜
大
会
な
ど
を
継
続
実
施

す
る
ほ
か
、
第
３
回
赤
穂
シ
テ
ィ
マ

ラ
ソ
ン
大
会
や
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
な
ど
を
開
催
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

　

歴
史
資
源
の
保
全
・
整
備
に
つ
い

て
は
、
文
化
財
保
存
整
備
事
業
と
し

て
、
引
き
続
き
赤
穂
城
跡
の
二
之
丸

石
垣
の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
存
活
用
に
つ
い
て

は
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
や
地

域
文
化
財
調
査
、
普
及
啓
発
看
板
の

設
置
な
ど
の
文
化
財
顕
彰
事
業
の
ほ

か
、
有
年
考
古
館
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
特
別
展
や
講
演
会
な
ど
を
開

催
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
活
用
を
進

め
ま
す
。

　

芸
術
文
化
活
動
の
拠
点
施
設
と

し
て
の
文
化
会
館
は
、
市
民
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
広
く
利
用
さ
れ

交
流
の
場
と
な
る
よ
う
運
営
に
努

め
、
鑑
賞
事
業
と
し
て
は
、
新
作
ス

ー
パ
ー
能
「
世
阿
弥
」
を
は
じ
め
、

一
流
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
、
歌
舞
伎
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
民
参
加
型
事
業
と
し
て
は
、
今

宵
ひ
と
と
き
コ
ン
サ
ー
ト
、
ぶ
ら
っ

と
フ
ラ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
実

施
す
る
ほ
か
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
教
室
や
吹
奏
楽
教
室
を
引

き
続
き
開
催
し
ま
す
。

　

施
設
整
備
と
し
て
は
、
文
化
会
館

の
設
備
等
の
大
規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
つ
い
て
、
本
年
度
は
３
か
年
計
画

の
最
終
年
度
と
し
て
、
大
ホ
ー
ル
及

び
小
ホ
ー
ル
の
照
明
設
備
の
改
修
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
市
民
文
化
祭
や
美
術
展
、
観
月
会

な
ど
を
開
催
す
る
ほ
か
、
児
童
合
唱

団
、
勤
労
者
芸
術
文
化
振
興
事
業
な

ど
の
市
民
の
芸
術
文
化
活
動
に
支
援

を
行
い
ま
す
。

　

成
熟
社
会
を
迎
え
た
今
、
市
民
が

主
体
的
・
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
し
、市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
、

誇
り
と
愛
着
の
も
て
る
活
力
に
満
ち

た
地
域
社
会
を
創
造
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
と

行
政
だ
け
で
な
く
、
企
業
や
各
種
団

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
大
学
等
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
も
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
政
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
い
て
、
個
人
情
報
の
保
護
に

配
慮
し
な
が
ら
、
個
人
情
報
保
護
条

例
や
情
報
公
開
条
例
の
適
正
な
運
用

に
努
め
る
と
と
も
に
、
様
々
な
情
報

媒
体
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
行

政
が
積
極
的
に
情
報
提
供
を
行
う

だ
け
で
な
く
、
市
民
と
行
政
が
情
報

を
共
有
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

制
度
、
審
議
会
等
の
委
員
の
市
民
公

募
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
が
参
加
し

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
推
進

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
推
進

個
性
あ
る
地
域
文
化
の

創
造
個
性
あ
る
地
域
文
化
の

創
造

市
民
と
の
協
働

市
民
と
の
協
働

市民と行政がともに歩むまち�★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

市民との協働を推進する
①開かれた市政を推進する
・高等教育機関連携推進事業� ……20万円
②市民と行政の情報共有化を進める
・広報の充実� ……937万円
・情報公開・個人情報保護推進経費
� ……70万円
・ホームページ運営経費� ……404万円
★窓口発ふるさと赤穂ＰＲ事業� ……60万円
　ＰＲ用スタンプ作成外
③男女共同参画社会を築く
・男女共同参画社会づくり推進事業
� ……430万円
　審議会委員報酬、相談業務、講演会外
　★第２次男女共同参画プラン策定

多様なコミュニティ活動を活性化する
①多様なコミュニティ活動を活性化する
・まちづくり振興協会補助� ……2,750万円
・地区まちづくり支援事業� ……778万円
・集会施設設置事業� ……580万円
・コミュニティーセンター等整備事業
� ……19万円

健全で効率的な行財政運営を行う
①健全で効率的な行財政運営を行う

・行政事務電算高度利用事業
� ……[ 再掲 4,355万円］
・電算基幹業務再構築事業
� ……[ 再掲 7,420万円］
・事務改善経費� ……[ 再掲 1,420万円］
・住民基本台帳ネットワークシステム管理経費
� ……［再掲 255万円］
・戸籍事務電算化事業� ……［再掲 4,650万円］
・戸籍システム改修経費�……[ 再掲 152万円］
・市例規集情報化推進事業
� ……[ 再掲 538万円］
・情報基盤整備事業� ……[ 再掲 2,380万円］
・固定資産評価資料作成事業� ……3,725万円
・徴収対策事業� ……931万円
★特別職報酬等審議会開催経費� ……37万円
★入札事務改善経費� ……334万円
　�兵庫県電子自治体推進協議会電子入札部会

負担金外
・行政評価推進事業� ……34万円
・赤穂市議会議員選挙� ……90万円
　平成25年4月8日　任期満了
★兵庫県知事選挙� ……1,810万円
　平成25年7月31日　任期満了
★参議院議員選挙� ……1,960万円
　平成25年7月28日　任期満了

市
民
と
行
政
が

と
も
に
歩
む

ま
ち
づ
く
り

第
５
の
柱

施政方針にみる
新年度の主要施策と
予算のあらまし
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ごみ処理施設整備事業

　本年度から３か年計画で、
ごみ焼却施設及び粗大ごみ処理施設の大規模改修を実施するな
ど、施設の延命化と処理効率の向上を図ります。

事業費� 3億8,900万円
　市債� 3億2,400万円
　一般財源� 6,500万円

　赤穂海浜公園の北側に児童厚
生施設（児童館）を併設した多

目的運動施設の整備に着手するほか、同公園東側に整備を進め
てきた赤穂元禄スポーツセンターを供用開始するなど、スポー
ツ・レクリエーション拠点としての機能向上を図ります。

事業費� 5億8,760万円
　国庫補助金� 1億9,440万円
　市債� 3億3,860万円
　一般財源� 5,460万円

定住支援推進事業

　新たに新婚世帯に対して賃
貸住宅の家賃の一部助成を行
い、市内外の若者世代の本市
への定住を促進するととも
に、「転入者定住支援金」の
限度額を一部見直し、引き続
き交付します。

事業費� 1,395万円
　一般財源� 1,395万円

新規高卒者雇用奨励金交付事業

　市内に居住する新規高卒者
を正規雇用した市内事業所の
事業主に対して、奨励金を交
付することにより、若年者の地元企業等への雇用機会の拡大と
定住人口の増加を図ります。

事業費� 480万円
　一般財源� 480万円

　地震、津波、風水害等の自
然災害から、市民の生命、身
体を守るため、防災行政無線
の整備に着手し、迅速・的確
な情報伝達体制の整備を図り
ます。

事業費� 1,400万円
　市債� 1,060万円
　一般財源� 340万円

幼稚園預かり保育事業

　新たに年少４歳児を対
象児童とし、有年・原幼
稚園を加えた市内すべて
の幼稚園で預かり保育を
実施し、専任教諭の配置
により幼児教育の充実を
図ります。

事業費� 3,510万円
　一般財源ほか� 3,510万円

土地区画整理事業
事業費� 7億6,750万円
　国庫補助金� 2億4,650万円
　市債� 4億6,480万円
　一般財源ほか� 5,620万円

尾崎・御崎地区都市再生整備事業

　有年地区、野中・
砂子地区、浜市地区
における土地区画整
理事業を推進し、道
路や公園の整備並び
に宅地の利用促進を
図り、快適で機能的
な生活空間を創出し
ます。

防災行政無線整備事業

写真で見る予算

　わたくしたちの赤穂市は、播磨灘と千種川の清流にはぐくまれ、古い
歴史と伝統をもつ、義士発祥のまちです。
　このまちを愛するわたくしたちは、誇りと責任をもち、自然と調和のある豊
かで希望にみちたふるさとづくりをめざし、ここに市民憲章を定めます。

１．自然と歴史を大切にし、美しいまちをきずきます。
１．教養を高め、文化の向上につとめます。
１．健康で働き、明るい家庭をつくります。
１．互いに助け合い、愛の輪をひろげます。
１．きまりを守り、秩序ある生活をおくります。

市 民 憲 章


